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第1章 流域と河川の概要 
第1節 流域の概要 
(1) 流域の概要 

養老
ようろう

川
がわ

流域は，市原市
いちはらし

，木更津市
き さ ら づ し

，袖ヶ浦市
そ で が う ら し

，大多喜町
お お た き ま ち

，長南町
ちょうなんまち

の 3 市 2 町で構成され，

流域の 99％近くが市原市と大多喜町に位置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1  養老川流域位置図（資料；千葉県の自然誌 本編 5） 

 

上流域は，山林が大部分を占め，養老渓谷，粟
あわ

又
また

の滝，養老温泉，麻
ま

綿原
めんばら

高原などの豊かな

自然を有し，観光資源が豊富で県内でも屈指の観光スポットとなっています。 

中流域は，豊かな緑に覆われた市原市南部の丘陵地帯で農業や酪農が盛んでゴルフ場も多数

点在しています。 

下流域は，養老川によって形成された三角州
さんかくす

の沖 積
ちゅうせき

平野で，JR内房
うちぼう

線，国道 16 号などの   

交通網が発達し，利便性の高い地域であることから住宅や商店が密集しています。 

最下流は京葉工業地域の一角をなす埋立地となっており，重化学工場が多数進出しています。 
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このように，養老川流域は千葉県社会経済における基盤をなしており，本水系の治水・利水・

環境の重要度は極めて大きいといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2  養老川流域図 
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(2) 歴史・文化 

養老
ようろう

川と呼ばれるようになったのは江戸期以後のことであり，元々は「ヨホロ川」ではない

かと考えられています。ヨホロとは，膝の屈側
くっそく

を意味する古語であり，養老川の激しい蛇行が

名前の由来になっているものと考えられています。 

このように蛇行の激しい養老川では，江戸時代から明治時代にかけて，農地を拡大するため

の利水事業として，蛇行している川のＵの字部分をショートカットして流れを直線的につなぎ，

残されたＵ字部分を水田にする川
かわ

廻
まわ

しが行われました。川廻しのショートカットは切
き

り通
とお

しや

トンネルによって行われました。 

米の収穫量が生活の水準を決めていた時代には，養老川の豊かな水を利用する努力が続けら

れ，様々な技術が生み出されました。養老川は，河岸段丘が発達し，川は段丘の底部を流れて

いることから，その水を利用する技術は例外といえるほど高く，洪水があってもすぐに修復で

きる板
いた

羽目堰
ば め せ き

，60 尺(約 18m)も高い耕地に水を汲み上げられる藤原式
ふじわらしき

揚水機
ようすいき

，上流から延々と

用水を配るための長水路
ちょうすいろ

（水路トンネル）等が多数つくられました。 

林産物や農産物の輸送には舟運が活躍し，最盛期には 1 日 170～180 艘もの川船が上下した

と言われましたが，大正 15 年に小湊
こみなと

鉄道
てつどう

が月崎
つきざき

まで開通すると，それまで舟運に頼っていた

物資の輸送が鉄道へと変わっていき，昭和 3 年に小湊鉄道が中野
な か の

まで延伸すると，当時，普及

し始めたトラック輸送と相まって川船の役割は次第に低下していきました。 

また，電気モーターやディーゼルエンジンによる揚水ポンプが普及していく中で，かつての

伝統的な技術を駆使した施設は，次々と新しいものに変えられていきました。 

このような技術の進歩にともない，簡単に物資の輸送や水が確保できるようになり，川への

関わりは希薄になっていきました。 

昭和30年代に高度経済成長を迎え，臨海工業地域の石油産業を中心とした産業変化により，

養老川内陸部の産業だった薪炭
まきすみ

の生産が減少していくとともに，生活にゆとりが得られた人々

は様々なレジャーを楽しむようになり，都心から日帰りが可能な養老川流域は特にゴルフ場開

発が盛んに行われるようになりました。 

昭和 40 年～55 年にかけて首都東京の通勤圏拡大に伴い，光風
こうふう

台
だい

団地などの大規模宅地も

次々に開発され，流域内の人口は大きく増大しました。こうした大規模開発は現在落ち着いて

いますが，このような社会情勢の変化の中で川と人との接点は失われていったといえます。 
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(3) 人口・産業 

流域人口は，臨海工場群の操業に伴う労働人口の流入および高度経済成長に伴う首都東京の

通勤圏の拡大があいまって昭和 40 年～55 年にかけて著しく増大していますが，近年までの人

口の伸びは平成７年頃から鈍化傾向にあり，平成 12 年の人口は約 28 万人，平成 17 年(速報値)

も約 28 万人となっています。近年の少子化や首都東京への通勤時間から考えれば，今後，養

老川流域の人口は現状のまま，ほぼ横ばい傾向になるものと推定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3  人口と増加率（資料；国勢調査） 

従業者数を千葉県全体と比較すると第 2 次産業の就業者比率が高く，この原因は，京葉工業地域の

工場労働者が多いためであと考えられます。生産額でも製造品出荷額比率が群を抜いて高く，地域経

済を支える基幹産業として工場が欠かせないものであることが伺えます。 

養老川流域の占める面積と人口は千葉県全体の約 5％ですが，農業粗生産額，製造品出荷額，年間

商品販売額金額の合計は，千葉県全体の約 15％を占めており，産業や資産が集積した地域といえます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1-4  養老川流域の産業（左；対千葉県比，右；産業構成比） 
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(4) 地形・地質 

上流部は標高約 300m の清澄
きよすみ

山系に位置し，養老川はその谷間を縫うように流れています。

中流部は上総
か ず さ

丘 陵
きゅうりょう

の中を蛇行しながら流れており，沿川には河岸
か が ん

段 丘
だんきゅう

が発達しています。 

下流部は三角州が形成して数多くの派
は

川
せん

が流れる沖積平野でしたが，住宅や工場の進出に

よって派川は次第に姿を消し，ほぼ現在の流路になりました。 

また，東京湾の沿岸は広大な干潟が形成されていましたが，養老川の河口では昭和 32 年～

43 年に埋め立てが行われました。 

流域の勾配は，河口から 20km（二瀬橋）くらいまでは 1/1,000 程度と比較的平坦ですが，

そこから１／200 程度と徐々に勾配が急になり，高滝ダム上流は１／７０以上の勾配と急にな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5  養老川の河床勾配 

資料；千葉県の自然誌 本編 2 千葉県の大地     
平成 9 年 3 月 千葉県史料研究財団     

 

養老川上流部の上総丘陵の地質は，上総層群
かずさそうぐん

と呼ばれる洪
こう

積
せき

層
そう

で，その地質は凝灰質
ぎょうかいしつ

の

砂礫層
されきそう

や泥岩
でいがん

，砂質泥岩
さしつでいがん

が主体であり，固くて透水性
とうすいせい

が低いことが特徴となっています。 

中流域の台地部は，下総層群
しもうさそうぐん

と呼ばれる洪積層で，その地質は砂質土
さ し つ ど

を主体に粘性土
ねんせいど

が混在

しているため，多くの地下水が涵養されています。 

下流の三角州や川沿いの河岸段丘には，養老川の土砂運搬・堆積作用により形成された

未固結
み こ け つ

な砂や泥，泥炭
でいたん

などによる沖積層が厚く堆積しています。これらの土壌は水はけの良い

灰色
はいいろ

低地土
て い ち ど

であることから，良好な水田環境に寄与しています。 

最下流の埋立地は非常に軟弱な地盤であるため，昭和 62 年の「千葉県東方沖地震
ちばけんとうほうおきじしん

」の際に

は液状化
えきじょうか

や流動化
りゅうどうか

が多数確認されています。 
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(5) 気候 

千葉県は南西日本の太平洋沿岸地方と同じ冬暖夏冷
とうだんかれい

型の海洋性気候区の東端にあたるため，

関東地方の他都県より温和な気候に恵まれており，平均気温は 14℃程度となっています。 

年間降水量は流域の南北で大きな差があり，流域の北部では 1,500～1,600mm 程度ですが，

流域の南部では 1,900mm を超えており，千葉県でも最も雨量の大きい地域のひとつとなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図 1-6  年平均気温の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-7  年平均降水量の分布 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 1-8  平均気温・降雨量の経年変化
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(6) 文化財・天然記念物 

市原市と大多喜町の文化財のうち，養老川に密接に関わるものとしては市原市指定の

「西広板羽目堰
さいひろいた ば  め せき

」があります。 
【西広板羽目堰について】 

養老川の用水堰は，記録によれば宝暦
ほうれき

9 年(1760)頃，土俵
どひょう

堰を設けて沿海
えんかい

部一帯の新田に用水を供給していたと  

いわれています。当時の堰は土砂で堤防を築いて水を貯える土俵堰であったため，『而
しか

して粒 々
りゅうりゅう

辛苦
し ん く

の裡
うち

に成りし

堰止めも，一回の雨水に洗ひ去られ，百
ひゃく

有余
ゆ う よ

金
のきん

と幾百人の労力は畫
が

餅
べい

に屈し，かくて同一の 煩
わずらい

を重ねる時には

年数回に及ぶことありし』と，自然の力に翻弄される農民の苦境が伝えられています。 

出水の度に流される土俵堰の時代から，

明治・大正にかけて画期的な堰止め工法で

ある板羽目堰が考案され，明治12年(1879)，

夷隅
い す み

郡山田村
やまだむら

(現大原町)の渡辺
わたなべ

善右衛門
ぜ ん え も ん

が，

市原市西広地先の養老川に板羽目堰の  

建設を進めたが，工事は困難をきわめ２度

の失敗の後，明治18 年に完成させました。

この時は 60ｍの川幅の両岸は従来の土俵

止めとし，中央に長さ 26ｍの板羽目堰が

設置されました。 

この堰も大正５年（1916）に発生した  

水害を契機として全面的な改築に迫られ，

従来の板羽目部分の規模を拡張して全面

締切り構造とし，出水時に全堰体を一挙に

開放する方策が検討されました。 

この開放式構造堰設計の任にあたった

千葉県内務部耕地課技手
ぎ し ゅ

の桜井
さくらい

彦
ひこ

三
ぞう

は， 

設計に際して堰止めによって各部材にか

かる水圧を綿密に計算し，この圧力を利用

して両岸壁に支えられた１本の「横桟木」

を取り外すことで，瞬時に堰の開放を可能

にする独創的な設計をなし遂げました。 

彼の手による西広板羽目堰は大正９年

（1920）に峻工し，以後 289ha の水田を

潤しつづけました。 

昭和 54 年(1979)，西広板羽目堰の下流

100ｍに可動堰が完成したことによって，

80 年間に及ぶ役目を終えましたが，その文化財としての価値が認められ，昭和 53 年に市原市有形民俗文化財に指

定され，翌 54 年には「第 3 回美しい日本の村景観コンテスト」で農林水産大臣賞を受賞し，すぐれた農業土木遺産

として改めて見直されました。 

このような，かんがい技術近代化の貴重な遺産を保存していくために，昭和 54 年には西広板羽目堰保存会が結成

され，堰の保存と技術の伝承に努めています。保存会では 4 年に 1 度堰を復元し，児童や地域住民を招待して堰の

倒壊を再現しています。 
資料；昭和 45 年 7 月 1 日 関東地方南部の大雨による千葉県水害報告書 昭和 47 年 3 月 千葉県 

農業土木遺産を訪ねて『開放構造の美堰』－ 西広板羽目堰－   千葉県市原市／安斎忠雄 
市原市教育委員会，市原土木事務所 

開放前

右岸側から倒壊

続いて，左岸側も倒壊

倒壊後，勢いよく水が流れている 
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(7) 土地利用 

養老川の土地利用状況は，市街化が継続的に増加していますが昭和 60 年以降の伸びは鈍化

しており，現況の市街化率は 7.4%となっています。 

養老川流域の土地利用上の特徴であるゴルフ場は，昭和 40 年代には 1%未満でしたが，昭和

60 年代には 7.9%に達し，平成 10 年代には流域の 12.1%にまで増加しましたが，1992 年に    

市町村と協議の進んだものを除いてゴルフ場開発計画を受け付けないこととされたため，ゴル

フ場の面積は今後も同水準で推移していくものと考えられます。 

水田は市街地が増大した時期にあわせて減少しており，水田が宅地として開発されたことが

伺えます。また，山林とゴルフ場を合わせた面積率が各年代を通じて 65％程度で推移している

ことから，ゴルフ場の開発が山林を中心として行われたことが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1-9  土地利用の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

図 1-10  土地利用状況の変遷 
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第2節 河川の概要 
(1) 流路延長 

養老川は，その源を千葉県夷隅郡大多喜町の清澄山系に発し，北西に流下しつつ，古敷
こ し き

谷川
や が わ

，

平蔵
へいぞう

川
がわ

，内田川
うちだがわ

を合わせ，市原市五井
ご い

および京葉
けいよう

工業地域を貫流して東京湾に注ぐ二級河川で，

流域面積 245.90km2，指定延長 73km の千葉県有数の河川であり，その流域面積は千葉県全体

5,146km2の約 5％を占めています。 

養老川の他に，千葉県が管理する二級河川として支川の内田川，平蔵川，古敷谷川の 3 河川

があり，指定延長の合計は約 83km になります。 

表 1-1  河川別流域面積 

 

 

 

 

 

(2) 激しい蛇行 

養老川は隣接する小櫃
お び つ

川
がわ

や夷隅
い す み

川
がわ

と並び蛇行の激しい川です。洪水時は蛇行部に水流の力が

加わり，河岸
か が ん

が流出したり，堤防が破堤
は て い

する被害が相次ぎました。なお，このような著しい河

川の蛇行に関しては，過去には「川廻し」により切り通しやトンネルが掘られるなど，新田開

発と蛇行の直線化が行われてきました。 

このような中，平成元年 8 月洪水では，残されていた蛇行部で破堤や河岸の流出が発生し，

大きな浸水被害が発生しました。このため，護岸工事や流路のショートカットが行われ河岸の

流出や破堤の危険性は大きく減少しましたが，反面，流出時間の短縮や河床低下などの影響も

起きています。その後，経済性重視の河川改修から河川環境保全型の河川改修へ移行し，これ

まで行ってきたような大規模な流路のショートカットなどは行われないこととなりつつあり

ます。 

 

河 川 名
流域面積
（km2）

指定延長
（m）

上       流       端 下   流   端

養 老 川 245.90 73,391 夷隅郡大多喜町会所支川合流点  海に至る

内 田 川 15.40 1,200 市原市江古田県道鶴舞牛久線新橋  養老川への合流点

平 蔵 川 29.40 5,327 市原市大字山小川合流点  養老川への合流点

古 敷 谷 川 16.19 3,000 市原市古敷谷県道南総月出線湯原橋下流端  養老川への合流点
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(3) 二
に

線堤
せんてい

 

養老川は下流部に資産が集積し，かつ浸水被害を受けやすかったことから，かつての治水は

三角州地帯における市街地への氾濫被害を防止することにありました。 

明治期の第一軍管
ぐんかん

地方迅速図
じんそくず

(明治 15 年頃)よれば，下流から連続した堤防が左岸側は廿五里
ついへいじ

まで，右岸側は平田
ひ ら た

まで造られていましたが，この堤防では養老川の出水を防ぐことができず，

千種
ち ぐ さ

，五井
ご い

方面はしばしば被害を受けていました。 

そこで，明治中期から大正初期にかけて地域住民による土地の提供を受けて千葉県土木課に

より，右岸側は五井町川岸から西広
さいひろ

まで，左岸側は岩崎
いわさき

から権現堂まで築堤工事（二線堤工事）

が行われました。さらに昭和 3 年から 11 年にかけて沿岸土地改良区による築堤工事（二線堤

工事）が二日市場
ふ つ か い ち ば

の土宇
つ ち う

橋
ばし

(現在の上養老
かみようろう

橋
ばし

)まで行われました。 

この昭和初期の築堤工事（二線堤工事）以後，西広より下流の三角州において養老川の氾濫

はなくなっており，二線堤は今でも有効に機能している，優れた治水施設です。 

これらの築堤工事の基本計画を知ることはできませんが，西広より下流では低水路は狭く，

高水敷
こうずいじき

は広くなっており，平常時は高水敷を農地等へ利用できるなどの特徴を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-11  二線堤の治水効果イメージ 
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第2章 河川の現況と課題 
第1節 治水に関する事項 

近世以降に残る養老川の主な洪水には，明治 11 年，大正 10 年，昭和 13 年，昭和 16 年等の

記録が残されています。 

最近では昭和 45 年 7 月，昭和 46 年 9 月，平成元年 8 月，平成 8 年 9 月に浸水被害が発生し

ており，概ね 10 年に 1 度の頻度で浸水被害が発生しています。 

また，全ての洪水において国道や幹線道路及び小湊鉄道といった主要交通網の寸断など，災

害時の交通機能の確保も課題となっています。 

表 2-1  浸水被害 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

資料；千葉県の河川 平成 11 年 3 月 千葉県河川海岸課・都市河川課       
千葉県水害報告書           千葉県河川海岸課・都市河川課       

 

中でも平成元年 8 月洪水では，中流部の馬
うま

立
たて

付近で大規模な氾濫を生じ，浸水家屋数が 1,000

戸を上回る甚大な被害が発生し，破堤と溢水
いっすい

(川から水が溢れること)によって浸水被害を被っ

た区間では，堤防や河岸を丈夫にする工事が行われました。この結果，平成 8 年 9 月洪水では，

平成元年 8 月洪水を上回る降水量を記録しましたが，浸水被害は軽減されました。一方養老川

の水位が高くなったため，地盤の低い下流部では内水による浸水被害が発生しました。 

 

床上浸水 床下浸水 合  計

昭和13年 6 月 台風 300～500 1,552
（町歩）

39 188 227

昭和16年 7 月 台風 600～650 36 170 206

昭和45年 7 月 大雨 244
（流域平均）

41
（流域平均）

1,504
（水田のみ）

413 341 754

昭和46年 9 月 台風25号 193
（流域平均）

39
（流域平均）

77
（市原管内農地）

平成 元 年 8 月 豪雨 289
（流域平均）

36
（流域平均）

513 306 714 1,020

平成 8 年 9 月 台風17号 322
（流域平均）

39
（流域平均）

561 259 555 814

降水量（mm） 被害規模

起因発生年月
累   計 時間最大

浸水面積
（ha）

浸水家屋（戸）

削
除 
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浸水区域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1  河口～高滝ダムまでの浸水区域（縮尺 1:100,000） 

 

昭和 45 年 7 月洪水 平成元年 8 月洪水 平成 8 年 9 月洪水

資料；水害に強い県土づくりのあり方 上総丘陵河川区間についての提言

平成 11 年 3 月 千葉県水害に強い県土づくり検討委員会

平成 8 年 9 月洪水浸水区域図 市原市河川課

この他，養老温泉街も浸水 




